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•発達障害のある人の就労選択肢は、「一般雇用」
と「障害者雇用」

•特性に応じた配慮を受けられる場合、障害者雇
用での安定就労が期待できる

•実態：一般雇用での挫折を経て障害者雇用に至
るケースが多い

背 景： 発達障害者の就労問題
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•特別支援教育体制は整備されてきた一方で、
キャリア発達支援は発展途上

•「職業準備性」や「自己理解」が不十分なまま
キャリア選択に至ることも

•家族との連携に関する課題も指摘されている

•家庭での生活面支援の不足

•親の障害者雇用に対する抵抗感

キャリア発達支援の課題
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•ペアレントトレーニングは普及しているものの、
就労支援に向けては十分ではない。

•今後求められること：
① 家庭・学校・放課後等デイサービスの連携
② 学齢期からのキャリア発達支援
③ 障害特性の体験的・段階的理解

家庭教育の現状と課題
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•発達障害のある子どもの「就労」を見据えつつ、
教育と福祉の連携のもとで、学齢期から家庭で
実践できる
キャリア発達支援プログラム（教材）を開発する
こと

•本発表では、教材開発の全体を整理し、成果物と
今後の課題を報告

目 的
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1. ヒアリングデータ（企業／支援機関15件）の再分析

2. 文献レビュー（家庭教育・連携関連）

3. 保護者への聞き取り（個別事例：1名）

4. 多職種意見交換（保護者・当事者・小学校教諭・就労支
援者）

5. 既存指標整理・取組内容表の作成

6. 保護者2名による試行的評価

7. 地域ニーズ調査 → 改良

8. リーフレット教材開発

9. WEB質問紙調査（保護者213名）

10.実践的協働の展望整理
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倫理審査

•調査の実施に当たっては、独立行政法人国立特別支援
教育総合研究所倫理審査部会で承認を得た。
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結 果: 開発した教材の概要
■研究を通じて得られた知見を踏まえ、冊子教材（A4・74頁） 
（図１）と、その導入用としてのリーフレット教材（A4・8頁） 
（図２）を作成した。

冊子教材（図１） リーフレット教材（図２） 8
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冊子のねらい

■家庭での取り組みとして生活習慣の形成やお手伝いを

 テーマにした学びを含む

■その理由は、就職や職場定着に役立つ取組の１つとして、

 家庭との連携、家庭でのお手伝いを通した役割遂行経験と

丁寧な作業経験があること

■普段の家庭生活の工夫が、将来の就労・自立に向けた、

 子どもの思いや行動のきっかけや、育成につながることを

 お伝えし、そのための取り組みのヒントを提供する
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冊子のコンセプト

■ 就労の土台となるのは、「職業生活を支える生活面の力」。

これを段階的かつ自然に育成できるのが家庭。

家庭は、家族との対話を通じて、「自分らしい生き方について

考えるきっかけ」を提供できる

■ 専門的な知識を持たない保護者でも、子どもの特性に寄り

添いながら、日々の家庭生活でのかかわりを工夫したり、

より丁寧に取り組んだりすることで、子どもの得意なことを

中心として、就労に向けた基本的な力を少しずつ、無理の

ない形で育んでいくことができるよう、そのヒントを提供。
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■ 全ての内容を一度にあるは全て取り組もうとするのではない

■本人の興味・関心に合ったものや、得意なもの・できるもの

から、無理なく取り組めそうなものを１つ（多くても２つ）

選び実践することを想定

■取組を通じて、本人が達成感を感じられるようにすること、

そのために、「ありがとう」「がんばったね」等、肯定的な言葉

がけができ、笑顔につながる内容を選ぶことが大切
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冊子の対象

■働くことができる可能性を持ちつつも、障害特性による

生きづらさを抱えている小学校低学年から高校生までの

子どもの保護者（母親、父親等）のうち、就労・自立に

向けて家庭での取り組みについて情報を得たい方

■ただし、保護者と子どもの状況が安定していること

■ただし、無理のない取り組みに向け、冊子は、放課後等

デイサービスの職員や学校の教員等、支援者を通じて

保護者に情報提供いただくことを想定
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冊子の内容：学習テーマ

■ポイント項目

上記の内容について、就労・自立に向けて役立つ力を可視化して、
子どもの強みとして育てたい力としてポイント項目を提示

「自分らしく役割を果たして

いく上で必要となる力」を

テーマとした学び

「自分を見つめる力を育てる」

「人とかかわる力を育てる」

「計画を立てて取り組む」

「生活習慣の形成」

をテーマとした学び

「生活で自立を意識する」

「時間管理を行う」

「お手伝い」

をテーマとした学び

「簡単な調理をする」「掃除をする」

「部屋の片付け管理をする」「洗濯をする」「買い物をす

る」「ごみの分別リサイクルをする」
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冊子の内容：冊子の構成
「キャリア発達支援」に関する基礎知識

●発達障害のある人が就労時に直面しやすい困りごととその対応

●将来を見据えて意識したい「キャリア教育」「職業準備性ピラミッド」の視点

「日常生活場面で」でのキャリア発達支援のヒント

●自分を見つめる力を育てる  ●人とかかわる力を育てる  ●時間管理をする

●計画を立てて取り組む  ●生活で自立を意識する

「お手伝い場面」でのキャリア発達支援のヒント

●簡単な調理をする  ●掃除をする  ●洗濯をする

●部屋の片付け・管理をする  ●買い物をする  ●ごみの分別・リサイクルをする」

先輩保護者から

●支援者と保護者へのメッセージ  ●事例から考える取り組みのポイント

●家庭内アルバイトの工夫  ●先輩保護者のメッセージ

●自立を支える支援ツール活用のヒント 14
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ポイント項目

テーマ

ヒント
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リーフレットの活用
■家庭教育プログラムの導入段階での利用を想定

■冊子やリーフレットのねらいと、冊子の概要を紹介

■冊子は支援者の利用を想定しているが、リーフレットは

主に保護者への冊子の紹介を目的としている
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リーフレットへの保護者の感想

■リーフレットについての質問紙調査の自由記述による評価

 ●対象：発達障害のある子どもの家庭教育に

 取り組んだ経験を持つ保護者213 名

■結果

肯定的な意見：137 件

 

否定的な意見のみ：11 件・・・教材活用の難しさや不安

 

その他の意見：  ６５ 件・・・実践例についての報告

子どもに達成感や意欲を持たせる手立てが詳細に
書かれており、非常に参考になる

今後の課題：導入時の支援体制の工夫
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冊子・リーフレットの特徴

■保護者の要望に対応し、保護者の実践や経験をふまえ、
保護者と研究者が協働し、段階的な研究プロセスを経て
作成

■教育及び福祉との連携を前提とした具体的なプログラム

■保護者や放課後等デイサービスの支援者が、日々の生活
の中で無理なく子どもの就労に向けた力を育むための実践
的な指針を提供しており、発達障害のある子どもの将来的
な社会的自立を促進に役立つ可能性がある
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発達障害のある子どもの就労を見据え、教育や福祉
との連携のもと、学齢期から家庭で取り組むための
家庭教育プログラムとして冊子とリーフレットを開発
した。今後は、本教材が学校や福祉の支援のもと、導
入時の負担に配慮しながら、家庭で無理なく活用さ
れることが期待される。
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